
作品名：赤べえはえらい
図　書：おにの赤べえ

林　紗季 （はやし さき）　第七小  2 年生

● 読書感想文コンクール 小学校1・2・3学年の部 ●

　「おにの赤べえ」をはじめて読んだ時は、村に行った赤べえが、おになのにや
さしくなって、みんなとなかよくくらすお話だと思っていた。でも母さんとかんそ
うがちがっていた。母さんは、
「赤べえがかわいそう。」
と言った。わたしはなんで？と思った。だからもう一ど読んでみた。わたしは「さ
かさま」を、わすれていた。
　赤べえはわたしみたいに体が小さかったから、おにの親分に
「人間の村でなら大人になれるだろうが、おにのせかいじゃむりだろうぜ。」
と言われて、まわりのおにからぐわぐわわらわれた。わたしはひどいと思った。
でも赤べえは、おこらずに人間の村へ行くときめた。しんぱいしたお母さんとお
父さんが言った。
「いいか。人間の村へ行ったら、なんでもさかさまにしろ。たたかれたらにこに
こわらえ。石ぶつけられたら、ありがとうって言うんだ。そうすりゃ、わるいおにじゃ
ないってことが、わかってもらえるさ。」
わたしは、むつかしいことを言うなぁと思った。でも赤べえは、おにの村で言わ
れた通りにした。そうしたら村人たちが赤べえのことをわかってきた。人のもの
をぬすんだり、悪さをするおにではない。やさしいおにだった。でもさかさまに
気づいた村人たちは、わざとさかさまに言って、赤べえにしごとをおしつけるよ
うになった。赤べえは、いやな顔もしないで、村人たちのためにはたらいた。
「おらのお父が言った通りなんでもさかさまにやっていれば、人間の仲間になれ
るんだ。」
赤べえがよろこんでいたから、はじめて読んだ時は、村人たちのいじわるに気
づけなかった。もし自分が赤べえだったら、しごとをおしつけられたらいやだし仲
間に入れてもらえなくてかなしくなると思う。それでも村人たちのためにはたら
く赤べえはえらい。いやなことをされてもやりかえさない、つよくてやさしいおに
だ。けれど、いやだと思わない赤べえを「ふしぎだな」と思った。
　赤べえはいじめられているのをわかっていない。村人たちは赤べえをいじめて
いる。でも、いじめない「おたか」は、さいしょは赤べえがこわかったけど、がんばっ
ている赤べえをささえてあげた。
　さいご赤べえとおたかはけっこんした。
「よかったね赤べえ。」
もし、赤べえみたいな人がいたら、おたかみたいに、やさしくしてあげたい。
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